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糸に練りこみ
半永久的に継続

スプレー、クリームなどの
ゴミをださない

糸に虫が嫌がる成分を配合することで虫よけが期待できます

着るだけで虫よけ
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outdoor

Travel
camp

hiking
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耐炎防水2WAYブランケット(BIA94905)/2WAYログキャリートート(BIA94904)
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焚火の匠
アラミド 羊毛 ポリエ レーヨン 綿アクリル

ステル
ナイロン

限界酸素指数
(LOI 値 )

28.2
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易燃性繊維可燃性繊維

難燃性繊維

ニット 布帛

33.7

37.6

※ 焚火の匠の LOI 値は一般財団法人カケンテストセンターでの試験結果の数値です。

難燃性を測る尺度として用いられ

る数値。LOI値は、窒素と酸素の混

合気体において、物質の燃焼を持

続させるために必要な最小の酸素

量の容積百分率で表され、LOI値が

高いほど燃えにくいといえる。

限界酸素指数とは

※ 耐炎化繊維は準不燃素材ですが、有炎燃焼しなくても熱により炭化が進行し、
　 素材の劣化を促進します。
　 また、延焼や溶融を防ぎますが、熱を遮断するものではありません。

焚火の匠で使用している繊維は高いLOI値を有し、空気中では基本的に有炎燃焼しない準不燃素材。一般的に言われる難燃繊維(防炎加工品)との違い

・空気中で接炎しても有炎燃焼しない
難燃繊維は着炎するが延焼を防ぐ自己消火性能を持ったもの

・溶融滴下・収縮がない
難燃繊維は高温で溶融もしくは収縮し、原形からの変化が大きい
特に溶融する素材では溶融物による二次火傷のリスクが高い

・有毒ガスの発生が少ない
難燃繊維は燃焼の際の有毒ガス発生量が耐炎繊維と比較し多い
(一酸化炭素・シアン化水素・塩化水素)

耐炎化繊維
(酸化ポリアクリロニトリル)

耐炎化繊維は、炭素繊維を製造する耐炎化工程で得られ

る有機繊維。

耐炎性・耐火性を持ち、熱に対して安定的なため耐熱性

に優れていながらも薬品性・電気絶縁性の特性も有して

います。

特に瞬間的 (30 秒、1250℃) な高温化において優れた耐

炎性能を発揮し、空気中で接炎しても有炎燃焼せず、溶

融・収縮することなく原型を保ったまま炭化します。

耐炎化繊維 メタアラミド
(Nomex) 難燃レーヨン
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日本製
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